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BMY-28100の 産婦 人科領域 にお ける臨床応 用

松田静治 ・平山博章 ・王 欣暉

順天堂大学医学部産婦人科

江東病院産婦人科*

新 しいセフェム系の経口抗生剤BMY-28100に つ いて産婦人科領域感染症に対する臨床応用を行 っ

た・対象疾患は子宮内膜炎2例,産 褥子宮内感染2例,子 宮付属器炎1例 ,外 陰部膿瘍1例,バ ル ト

リン腺膿瘍4例,乳 腺炎4例 の計14例 である。臨床効果は有効12例,無 効2例 で有効率は85 。7%で

あった。BMY-28100投 与によると考えられる自他覚的副作用および臨床検査値の異常変動は認めら

れなかった。
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BMY-28100は プ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社で開発された非エステル型のcephem系 経 口抗生剤で

ある(Fig.1)。

本剤はグラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 し広い抗

菌スペクトルを有し,特 にStaphylococcus epidermidfs等の

グラム陽性球菌に対 し強い抗菌力を有する。また,嫌 気

性グラム陽性菌に対 しても感受性を示す。以上のことか

ら産婦人科領域感染症に対する有用性が期待されたので

本剤の臨床応用を試みた。以下にその成績を報告する。

1.臨 床 成 績

BMY-28100を 産婦人科領域の臨床応用として,軽 症

および中等症の子宮内感染症,外 性器感染症および乳腺

炎の計14例 に使用 した。対象は昭和62年6月 ～昭和62

年11月 までに当科 を受診 した産婦人科領域感染症の患

者で年齢は19歳 か ら56歳 であった。投与方法は1日 量

750mgを3回 に分けて4～8日 投与 した。効果判定基準

は,著 効 ・有効 ・無効の3段 階とし,本 剤投 与により主

要な自他覚所見が3日 以内に消失 したものを著効(+),

主要 な自他覚所見が3日 以内に改善 し,そ の後治癒した

場合を有効(+)と し,3日 以内に改善の徴候が認められ

ないものを無効(-)と した。

1.子 宮 内感染(Table1)

5例 に本剤を投与 したが,内 訳は症例1,2は 子宮内膜

炎,症 例3,4は 産褥子宮内感染,症 例5は 子宮付属器炎

であった。症例1,2は 下腹部痛,子 宮体部圧痛を主訴に

来院,本 剤1回250mgを1日3回6日 間および7日 間内

服投与した。本剤投与により臨床症状は軽減 し,ま た白

血球数はそれぞれ9100→7600,7200→6200と なった

ため臨床的に有効と判定 した。また,来 院時,子 宮内分

泌液の細菌培養により症例1か らはEscherichia coli,症

例2か らはE.coliとS.epidermidisが 分離され,症 例1の

E.coliは 投 与 後 は消 失,症 例2で はS.epidermidisは 消 失

した が,E.coliは 不変 であ った 。

症 例3,4は 発 熱 を伴 う 産 褥 子 宮 内 感 染 で 本 剤1日

750mgを7日 間 投 与 し た と こ ろ,発 熱 は お さ ま り,

WBC,CRPも 正 常 と な っ た た め 有 効 と判 定 した 。 子 宮

頸 部 よ り分 離 され た細 菌 は症 例3はE.coliとPeptostrepto-

coccus micros,症 例4はPeptostreptococcus magnusでE.coli

以 外 は投 与 後 に は消 失 した。 症 例5は 下 腹 部痛 を主 訴 と

して 来 院,本 剤1日750mgを5日 間 投 与 した が,症 状 に

変化 な く無 効 と判 定 した。

2.外 性 器 感 染 症(Table1)

外 陰 部 膿 瘍1例,バ ル ト リ ン腺 膿 瘍4例 に 本 剤1日

750mgを4～5日 間 投 与 し た。 起 炎 菌 はS.epidermidis,

Streptococcus intermedius,Streptococcus pyogenes,Morganel-

la morganiiな どで,い ず れ も投 与 後 に は消 失 した。 投 与

前 に 菌 陰 性 で あ った 症 例8は 投 与後 に はHaemophilus in-

fluenzaeが 出 現 した。 臨 床 的 に は症 例8が 自 他 覚 症 状 に

変 化 な く無 効 と判 定 した が,他 の4例 は 有 効 で あ っ た。

3.乳 腺 炎(Table1)

本剤 を4例 に投 与 した 。 いず れ も発 熱 を伴 い乳 房 痛 を

主 訴 と して 来 院 した。 本 剤1日750mgを5～8日 間 投 与

した とこ ろ 自他 覚 症 状 は 軽 減 し白血 球 数 も正 常 化 した た

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

*江 東区大島6-8-5
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Table 1. Clinical efficacy of BMY-28100

*-ft Excellent + Good- Poor
CNS coagulase-negative staphylococci
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め全例 有 効 と判 定 した。 乳 汁 中 の 分 離 菌 はS.epldermid-

is,coagulase-negative staphylococci (CNS),Streptococcus

sanguis各1株 で あ った 。

4.臨 床 成 績 の統 括

以 上 の成 績 を ま と め た の がTable2で あ る。 総 症 例14

例 中有 効12例,無 効2例 で 有 効 率 は85.7%で あ っ た。

細菌 学 的 に は 判 定 で きた10例 中7例 が 投 与 後 に 菌 が 消

失 し,消 失 率 は70%で あ っ た 。 起 炎 菌 と して 分 離 さ れ

たの は,グ ラ ム 陽 性 菌 と して はCNS,S.epidemidis,S.

pyogenesで あ り,グ ラ ム 陰 性 菌 と して はE.coli,M.mor-

ganii,嫌 気性 菌 で はS.intermedius,P.micros,P.maguus

であ った。

5.副 作 用

本剤 の投 与 に よ る と思 わ れ る 自他 覚 的 副 作 用 お よ び臨

床検 査 値 異 常 は認 め られ な か っ た 。Table3に 臨床 検 査

値の一 覧 を示 した 。

II.考 案

近 年,経 口用cephem系 抗 生 剤 の 開 発 が 盛 ん に な って

お り,グ ラ ム陰性 菌 に も強 い抗 菌 力 を有 す るエ ス テ ル型

のいわゆる第3世 代の新薬 も登場 している。今回開発さ

れたBMY-28100は,グ ラム陰性菌に対する抗菌力はや

や弱いものの,グ ラム陽性菌に対 しては従来の経口抗生

剤に比べ優れている。また,非 エステル型であり,経 口

投与にてほぼ100%吸 収 され,良 好な体内動態を示す1)。

我々は,い ままで経ロセフェム系抗生剤の産婦人科領

域感染症の臨床応用としてcefadroxil(CDX)2),cefaclor

(CCL)3},cefteram(CFTM)4)に ついて検討を行って来た

が,そ の際の有効率は87。5%,882%,100%で あ った。

今回,BMY-28100を 性器感染症10例,乳 腺炎4例 に使

用した結果85.7%の 有効率が得 られ,症 例数は少ないも

のの本剤の強い抗菌力と良好な病巣への移行性を裏づけ

るものと考えられる。また,本 剤は食事の影響をほとん

ど受けないという報告のため1),す べ て食後投与とした。

本剤は経ロセフェム剤としての性質上,軽 症および中等

症の感染症が主な治療対象と考えられるが,有 効性,安

全性の面からも,産 婦人科領域の感染症に対し,有 用な

薬剤と考えられる.

Table 2. Summary of clinical efficacy after BMY-28100 administration

*coagulase -negative staphylococci
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BMY-28100 IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

SEUI MATSUDA, HIROAKI HIRAYAMA and KINKI OH
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Department of Obstetrics and Gynecology, Koto Hospital,

6-8-5 Ojima, Koto-ku, Tokyo 136, Japan

We clinically evaluated BMY-28100, a new oral cephem antibacterial agent, in obstetrics and gynecology and obtained the

following results.

Two patients with endometritis, 2 with puerperal intra-uterine infection, 1 with adnexitis, 1 with vulvar abscess, 4 with

Bartholin's abscess and 4 with mastitis were treated with BMY-28100.

The result was good in 12 and poor in 2 cases, the efficacy rate being 85.7%. No side effects were observed.


